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人とつ
ながる　豊かな心を育む　未来に

ひろがる　はむらの学び

　羽村・瑞穂地区学校給食組合では、学校給食や食について広　羽村・瑞穂地区学校給食組合では、学校給食や食について広
く啓発を図るため、ポスターコンクールを実施しています。く啓発を図るため、ポスターコンクールを実施しています。

（共催：公益財団法人東京都学校給食会）（共催：公益財団法人東京都学校給食会）

　今年度は羽村市、瑞穂町の小・中学校に在学する児童・生徒　今年度は羽村市、瑞穂町の小・中学校に在学する児童・生徒
から335点の応募がありました。審査の結果、最優秀賞4点（羽村から335点の応募がありました。審査の結果、最優秀賞4点（羽村
市から3点、瑞穂町から1点）、優秀賞4点（羽村市から4点）、入賞市から3点、瑞穂町から1点）、優秀賞4点（羽村市から4点）、入賞
23点（羽村市から13点、瑞穂町から10点）合計31点が決定しま23点（羽村市から13点、瑞穂町から10点）合計31点が決定しま
した。した。
　最優秀賞作品を掲示した給食配送車が羽村市及び瑞穂町を走　最優秀賞作品を掲示した給食配送車が羽村市及び瑞穂町を走
ります。ります。
　詳しくは、「羽村・瑞穂地区学校給食センター」公式サイト　詳しくは、「羽村・瑞穂地区学校給食センター」公式サイト

（http://www.kyushoku.or.jp）を御覧ください。（http://www.kyushoku.or.jp）を御覧ください。

【問合せ】【問合せ】羽村・瑞穂地区学校給食センター給食課管理給食係羽村・瑞穂地区学校給食センター給食課管理給食係
　　　　☎554－2084　　　　☎554－2084
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羽村市駅伝大会羽村市駅伝大会（3月）（3月）

　障害のある方にもスポーツの実施機会を提供でき
るよう、パラスポーツ指導員や伴走者、医療スタッフ
の手配など、安心・安全にスポーツを行う受入体制を
整えています。

はむらスポーツフェスティバルはむらスポーツフェスティバル（12月）　（12月）　

市民スポーツまつり市民スポーツまつり（10月）　（10月）　

　パラスポーツを普及するため、（公財）東京都スポ
ーツ文化事業団の指導者派遣事業として、ボッチャ日
本代表の現役アスリート、唐司あみ選手を講師に「ボ
ッチャ教室」を行いました。

　「TEAM BEYOND」は、パラスポ
ーツを応援する人を増やす東京都
のプロジェクトです。スポーツをす
る人も、観る人も、支える人も、あら
ゆるメンバーが一つのチームとなっ
てパラスポーツを盛り上げるため、
様々な視点からパラスポーツの魅力
を発信しています。当日は、自転車競
技、射撃、VRでの車いすバスケット
ボールの体験を行いました。

TEAM BEYOND パラスポーツ体験プログラム

よさこいソーラン
　市内から集まった総勢115
人の小学生による、大迫力の
よさこいソーランを披露しま
した。

特集

　中学生以上の部では、
S＆Dスポーツパーク富
士見のランニングコース
を２周、幼児・親子の部
では、陸上競技場トラッ
クを１周走りました。

はむRUN競走

障害者スポーツ推進連絡会
　羽村市教育委員会では、障害者スポーツの普及
啓発について、広く意見を聴取するため、市内で
スポーツ活動を行う団体や福祉・医療・教育活動
を行う団体などの代表者、また公益社団法人東京
都障害者スポーツ協会の職員で構成する障害者ス
ポーツ推進連絡会を設置しました。

　この連絡会からの意見を踏まえ、市民スポーツ
まつり会場内のスロープ、障害者用トイレにピク
トグラムを表示しました。また、ブースでは都立
羽村特別支援学校の生徒、教員12人に運営協力
をいただきました。
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THE ROAD RACE TOKYO 
TAMA 2025　
　開催日：7月13日㈰

東京2025 世界陸上　
　開催日：9月13日㈯～ 21日㈰
東京2025 デフリンピック
　開催日：11月15日㈯～ 26日㈬

◀ THE ROAD RACE TOKYO 
TAMA 2025 公式サイト

　陸上競技の最速・最高・最強を決める『世界陸上』、世界
中のデフアスリートが一堂に会する『デフリンピック』の２
つの国際スポーツの祭典が、東京で開催されます。
　詳しくは、東京都特設ウェブサイトを御覧ください。

　東京 2020 大会の自転車ロードレ
ースが多摩地域において開催された
ことから、そのレガシーを未来につな
ぐため、自転車ロードレース「THE 
ROAD RACE TOKYO」が開催され
ます。羽村市はロードレースの通過地
点です。

TOKYO FORWARD 2025　世界陸上、
デフリンピックについて（東京都特設サイト）▶ 

【特集についての問合せ】スポーツ推進課　☎ 555-0033

�
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【主な成績】【主な成績】  （敬称略）（敬称略）

部活動名 大会名等 出場者

ソフト
テニス部

第54回関東大会　女子団体　出場
第54回関東大会　女子個人　出場 島田　藍香、細谷　悠衣ペア
第74回東京都中学校ソフトテニス選手権大会　女子団体　準優勝
第74回東京都中学校ソフトテニス選手権大会　女子個人　第５位 島田　藍香、細谷　悠衣ペア

吹奏楽部

第64回東京都中学生吹奏楽コンクール　金賞
第64回東京都吹奏楽コンクール　中学生の部　金賞　
第72回全日本吹奏楽コンクール　中学生の部　銅賞
第58回東京都中学生アンサンブルコンテスト　金賞
　　※東京都アンサンブルコンテスト出場　決定

羽村第一中学校

部活動名 大会名等 出場者
ソフト

ボール部 第73回東京都中学校秋季新人ソフトボール大会　ベスト８

ソフト
テニス部

第54回関東大会　女子個人　出場 西原　束紗、大岡　愛実ペア
第74回東京都中学校ソフトテニス選手権大会　男子団体　ベスト８
第74回東京都中学校ソフトテニス選手権大会　女子個人　ベスト８ 西原　束紗、大岡　愛実ペア
令和６年度東京都新人大会　女子個人　ベスト８ 西原　束紗、大岡　愛実ペア
令和６年度東京都新人大会　男子団体　ベスト８

吹奏楽部 第64回東京都中学校吹奏楽コンクール東日本部門　金賞
第58回東京都中学生アンサンブルコンテスト　銀賞

水泳 第64回全国中学校水泳競技大会　女子200Mバタフライ　優勝
　　　　　　　　　　　　　　　 女子100Mバタフライ　優勝 石塚　宇海

羽村第二中学校

部活動名 大会名等 出場者
ソフト

テニス部 令和６年度東京都新人大会　女子団体　ベスト８

吹奏楽部 第64回東京都中学校吹奏楽コンクールA組　銅賞
第58回東京都中学生アンサンブルコンテスト　銀賞

羽村第三中学校

【問合せ】学校教育課指導係（内線 376）

今年は、東京でスポーツイベントが盛りだくさん！今年は、東京でスポーツイベントが盛りだくさん！

※デフリンピック…４年に１度開催される、
デフ（きこえない、きこえにくい）アスリート
のための国際スポーツ大会です。
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研究では、以下のことを「目指す児童像」として設定しました。

　１年目は「主体性」をテーマに研究し、「楽しいから学ぶ」児童の姿が多くみ
られるようになりました。２年目は更に研究を深めるため、「学ぶことが楽し
い」という意識に転換して「思考力」に着目し、児童が自分に適した学習方法を
自ら選択できる場面を意図的に設定しながら、全ての児童の「思考力・判断力・
表現力」等の育成を目指すこととしました。

研究主題：  よく考えすすんで実行する児童の育成～
　　　　　「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を通して～

《研究の基本的な考え》

　指導の際には、以下の手立てを教師が実践し、目指す児童像の実現を図ることとしました。
① 指導・評価計画で明確にした意図的な指導：思考力が育った児童の姿は多様であり一つに定義できない

が、あえて設定することで、教師の発問が意図的になり、児童の育成につながる。
② 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の効果的な設定：「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に捉

えた授業を、単元計画として、どこでどのように指導するのかを明確にすることが、計画的に全ての児童
の力を育てることにつながる。

③ 思考力を育てるための指導法の工夫：児童が「楽しいから考える」よりも「考えることが楽しい」となる授
業を作る。

　授業を通して、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を意図的に取り入れて実践を行いました。その結果、
授業の流れが教師主体から児童主体へと大きく変わりました。児童はこの方法に慣れるにつれて、学習内容
や自分の必要性、好みに合わせて、グループ学習にしたり一人で学習したり、近くの人に話しかけてみたり
するようになりました。
　同じ考えの者同士で話し合えば、いつも同じような結論になるでし
ょうし、一人で考えれば、自分の考えを超えることができないとも考
えられます。思考力・判断力・表現力等の育成には、児童が選択した
学習方法によって得た知識を活用し、児童同士が多様な考えを共有し
ながら、自らの考えを深めること、またそのための教師の働きかけが
必要であることも分かりました。
　今後も、２年間の研究を生かし、よく考えすすんで実行する児童の
育成に努めていきます。

目指す児童像

指導の手立て

成果等
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〇低学年【生活科】
　生活科では、身近な生活に関わる見
方・考え方を生かし、人々、社会及び自
然を自分との関わりで捉えることが重
要である。その上で、「自然物の特徴を
生かして、どんな遊びができるのかを考
えながら遊びを試している児童」を“思
考力が育った状態”と考え、児童の育成
を目指す。

〇中学年【算数科】
　算数科では、これまでの知識や経験を
結び付けて、新しい問題に見通しをもっ
て取り組むことが重要である。その上で、

「プロセスや結果を振り返り、働かせた
見方・考え方に気付き、図、式、言葉を関
連付けられる児童」を“思考力が育った状
態”と考え、児童の育成を目指す。

〇高学年【道徳科】
　学習課題に対し、友達の意見や自分の
経験といった多面的・多角的な見方か
ら、自分が納得できる考えを見いだす
ことが重要である。その上で、「ものを
大切にすることの良さに気付き、節度の
ある生活をしようと考えられる児童」を

“思考力が育った状態”と考え、児童の育
成を目指す。

〇はばたき【自立活動】
　自立活動とは、障害がある児童の自立
を目指し、日頃から特別支援教室で行っ
ている活動である。はばたき教室では、

「児童自身が『困り感』を感じている場面
で、現在の自分の状態や場の状況に適し
た解決方法を考えて実行することができ
る児童」を“思考力が育った状態”と考え、
児童の育成を目指す。

羽
村
東
小
学
校
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①人権についての正しい知識
② 人によって態度を変えるので

はなく、誰とでも仲良くする
態度

③ 相手の立場に立ち、考えられ
る能力

④ 自己肯定感を高め、自分も他
人も大切にしようとする態度 

①人権週間
　人も自分も大切にするために、「ふわふわことばをふやそう」「どんなことができるか」
を各学級で考え、各自が取り組み方をカードに書いて職員室前に掲示しました。

②あいさつ運動
　登校時間に代表委員が門や玄関に立ち、「明るく」「笑顔で」「元気よく」挨拶を行い
ました。朝から気持ちのよい挨拶が響きました。

③たてわり班活動
　１年生から６年生までのたてわり班で活動しました。６年生が中心になって集会や遊
びの計画を立て、異学年交流を行いました。また、たてわり清掃では、他学年と協力し合
いながら、清掃をしています。

④教員研修
　人権教育の効果的な推進と教職員に求められる人権感覚に関する研修をはじめ、ＬＧ
ＢＴＱと教育、学級満足度調査の見方、学級経営への生かし方などに関する研修を行い
ました。また、国立ハンセン病資料館・全生園の見学も行いました。

　あいさつ運動等の日常の実践に加えて、たてわり清掃・たてわり遊び等、異学年交流の機会を増やした
ことで、関わりが深まり、自他ともに認め合える環境をつくることができました。
　また、多くの授業のあらゆる場面で、人権を意識した授業づくりを行うことで、児童の人権意識の向上に
つながりました。
　今後も、６年生を中心としたたてわり班の活動をさらに充実させ、異学年の関わりを更に深めていくと
ともに、人権についての理解を深めるため、日常的な指導や発達段階に合わせた系統的指導を積み重ねて
いくことで、人も自分も大切にする児童の育成に努めていきます。

研究の成果等は、市内の全小・中学校と共有し、より多くの児童・生徒に還元してまいります。

取組の内容

成果等

人
権
教
育
推
進
のため

の
取
組

【問合せ】学校教育課指導係（内線376）

　
富
士
見
小
学
校
で
は
、
令
和
５
、６
年
度
の
２
年
間
、
東
京
都
教
育
委
員
会
の
指
定
を
受
け
、
人
権
尊
重

教
育
推
進
校
と
し
て
、「
人
も
自
分
も
大
切
に
す
る
児
童
の
育
成　
～
『
夢
い
っ
ぱ
い　
感
動
い
っ
ぱ
い
』

の
学
校
づ
く
り
を
と
お
し
て
～
」
を
テ
ー
マ
に
研
究
を
進
め
、
人
権
教
育
の
推
進
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
富
士
見
小
学
校
の
人
権
教
育
の
取
組
や
研
究
の
成
果
等
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

▲ふわふわ言葉（①人権週間） ▲②あいさつ運動 ▲国立ハンセン病資料館の見学
　（④教員研修）

人
権
尊
重
教
育
推
進
校
と
し
て
の
取
組
に
つ
い
て

人
権
尊
重
教
育
推
進
校
と
し
て
の
取
組
に
つ
い
て

育てたい児童の
資質・能力、態度

富
士
見
小
学
校

東
京
都
教
育
委
員
会
指
定



�
�

【
問
合
せ
】
郷
土
博
物
館　
☎
５
５
８-

２
５
６
１

玉
川
上
水
の
堀
の
終
点

　
羽
村
か
ら
続
く
玉
川
上
水
の
堀

は
、
甲こ

う

州し
ゅ
う

街か
い

道ど
う

の
関
所
で
あ
っ

た
四
谷
大
木
戸
（
現
在
の
新
宿
区

四
谷
四
丁
目
交
差
点
付
近
）
で
終

点
と
な
り
ま
す
。
四
谷
大
木
戸
に

は
、
玉
川
上
水
を
管
理
す
る
水
番

人
が
詰
め
る
水
番
屋
が
あ
り
ま
し

た
。

　
現
在
は
東
京
都
の
旧き

ゅ
う

跡せ
き

に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

四
谷
大
木
戸
か
ら
先
の

　
　
　
　
　
　
　
玉
川
上
水

　
四
谷
大
木
戸
か
ら
先
は
、
地
中

に
埋
め
た
水
道
管
（
樋ひ

）
を
使
っ

て
江
戸
城
（
現
在
の
皇
居
の
場

所
）
や
周
辺
の
武
家
屋
敷
の
堀
、

そ
し
て
江
戸
の
町
中
に
配
水
し
ま

し
た
。
水
道
管
（
樋ひ

）
に
は
木
製

（
木も

く

樋ひ

）、
石
製
（
石せ

き

樋ひ

）、
竹
製

（
竹た

け

樋ひ

）
の
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
町
中
に
は
至
る
所
に
上じ

ょ
う

水す
い

井い

戸ど

と
い
う
、
桶お

け

を
逆
さ
に
重
ね
た
も

の
が
埋
め
て
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ

へ
樋ひ

か
ら
ひ
い
た
玉
川
上
水
の
水

を
た
め
、
く
み
上
げ
て
使
い
ま
し

た
。 「

郷
土
博
物
館
」か
ら

ト
ピ
ッ
ク

玉
川
上
水
を
た
ど
る
⑤
　〈
最
終
回
〉

京け
い

王お
う

線せ
ん

初は
つ

台だ
い

駅
付
近
～
四
谷
大
木
戸
先（
昔
の
江
戸
の
町
）編
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　市立学校のホームページをリニューアルしま
した。
　今回のリニューアルでは、利用者が羽村市の市
立学校にする情報を探しやすく、また、障害や国
籍などにかかわらず利用することができるよう、
アクセシビリティやユニバーサルデザインに配
慮したホームページとしました。また、はむらの
学校教育をまとめたサイトも作成しました。
　以下のURL、又は二次元コードから各学校のペ
ージへアクセスできます。ぜひ、御覧ください。
https://www. hamura-school.ed.jp

【問合せ】
学校教育課指導係（内線３７６）

【問合せ】
生涯学習総務課総務係（内線３5３）

視
聴
覚
資
料
を
利
用
し
よ
う

　
図
書
館
で
は
、
Ｃ
Ｄ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
の
視
聴
覚

資
料
を
貸
出
し
て
い
ま
す
。

　
国
内
外
に
お
い
て
、
評
価
の
高
い
作
品
（
主

要
な
賞
を
受
賞
し
た
も
の
等
）
や
羽
村
市
に
関

係
す
る
作
品
を
主
に
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｖ

Ｄ
・
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
が
合
わ
せ
て
２
点
ま
で
、

Ｃ
Ｄ
・
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
が
合
わ
せ
て
２
点
ま

で
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
本
館
１
階
の
視
聴
覚
資
料
コ
ー
ナ
ー
に
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

本
は
大
切
に
扱
い
ま
し
ょ
う

　

図
書
館
の
本
は
、
多
く
の
方
が
利
用
し
ま

す
。
ほ
と
ん
ど
の
方
が
丁
寧
に
利
用
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
が
、
時
お
り
ペ
ー
ジ
が
破
れ
て

い
た
り
、
書
き
込
み
が
さ
れ
て
い
た
り
、
水
に

濡
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
が
そ
の
ま
ま
返
却
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
状
態
に
よ
っ
て
は
、
利

用
者
に
弁
償
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
資
料
は
大
切
に
扱
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
右
記
の
よ
う
な
不
具
合
を
見
付
け
た

場
合
は
、
返
却
時
に
そ
の
旨
お
知
ら
せ
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
図
書
館　
☎
５
５
４-

２
２
８
０

「
プ
リ
モ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　

  

は
む
ら（
図
書
館
）」か
ら

 

▶
上
水
井
戸（
一
部
）

※
郷
土
博
物
館
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

CDコーナーCDコーナー

DVDコーナーDVDコーナー

　羽村市教育委員会が令和6年2月に示した「これから
の羽村市立学校の在り方について」の考え方を市民の
皆さんに説明し、皆さんからの意見なども伺う機会とし
て説明会を行います。
■対象
　どなたでも参加が
可能です。
※ 直接、会場へお越し

ください。

※電子地形図（国土地理院）を加工して作成。

市民説明会
未来の羽村の学校について、一緒に考えてみませんか

学校ホームページを
リニューアルしました

▲※詳しくは、市公式
　サイトを御覧ください。

■日時・会場
日にち 時間 会場

3月5日（水）午後7時～ 栄小学校
3月6日（木）午後7時～ 羽村東小学校
3月7日（金）午後7時～ 羽村西小学校

3月8日（土）午前10時～ 富士見小学校
午後2時～ 松林小学校

3月9日（日）午前10時～ 武蔵野小学校
午後2時～ 小作台小学校

※各小学校の体育館で開催します。
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想想

　

昨
年
１１
月
、羽
村
取
水
堰
付
近
の
多
摩
川
の
川
底
か
ら

古
い
レ
ー
ル
が
発
見
さ
れ
て
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
た
の
を
御

存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

河
川
工
事
中
に
レ
ー
ル
を
発
見
し
た
田
村
工
務
店
の
田

村
社
長
は
、「
軽
便
鉄
道
の
レ
ー
ル
で
は
な
い
か
？
」と
思

い
、す
ぐ
に
羽
村
市
観
光
協
会
へ
持
ち
込
み
鑑
定
を
依
頼

し
た
そ
う
で
す
。観
光
協
会
の
田
中
事
務
局
長
に
よ
る
と

「
レ
ー
ル
は
錆
び
て
変
形
し
て
い
ま
し
た
が〝
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｏ
Ｉ
Ｓ 

１
９
１
８ 

Ｕ
Ｓ
Ａ
〟と
記
載
が
あ
り
、羽
村
山
口

軽
便
鉄
道
で
使
用
さ
れ
て
い
た
レ
ー
ル
に
間
違
い
な
く
、

と
て
も
貴
重
な
資
料
に
な
る
。」と
の
こ
と
で
し
た
。

　

あ
ま
り
聞
き
な
じ
み
の
な
い
名
称
で
す
が
、「
羽
村
山

口
軽
便
鉄
道
」と
は
ど
の
よ
う
な
鉄
道
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。少
し
歴
史
を
紐
解
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
か
ら
約
百
年
前
、東
京
の
増
え
た
人
口
を
ま
か
な
う

た
め
に
貯
水
池
建
設
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
際
に
羽

村
取
水
堰
～
村
山
貯
水
池
ま
で
の
導
水
管
工
事
用
に
敷
設

さ
れ
た
資
材
運
搬
用
の
鉄
道
が
、そ
の
始
ま
り
だ
そ
う
で

す
。１
９
１
８
年
か
ら
１
９
４
４
年
の
間
を
３
期
に
分
け

て
活
用
さ
れ
て
お
り
、第
１
期
は
村
山
貯
水
池
の
建
設
に
、

第
２
期
は
山
口
貯
水
池
の
建
設
に
、そ
し
て
第
３
期
は
貯

水
池
の
嵩
上
げ
工
事
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
で
も
羽
村
市
内
に
軽
便
鉄
道
の
軌
跡
が
残
っ
て
お

り
、遊
歩
道
と
し
て
散
策
ル
ー
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

羽
村
市
観
光
協
会
で
は
、「
軽
便
鉄
道
跡
を
巡
る
ハ
イ

キ
ン
グ
ツ
ア
ー
」を
実
施
し
て
お
り
、多
く
の
観
光
客
が
集

ま
る
人
気
の
ツ
ア
ー
と
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

折
し
も
、今
年
は
昭
和
百
年
に
当
た
り
ま
す
。ぜ
ひ
、発

見
さ
れ
た
錆
び
た
レ
ー
ル
か
ら
百
年
前
の
羽
村
へ
思
い
を

馳
せ
、羽
村
山
口
軽
便
鉄
道
の
軌
跡
を
た
ど
り
、歴
史
を
訪

ね
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

教
育
委
員
会
委
員

永
井
　
英
義

ゆ
と
ろ
ぎ
ス
テ
ー
ジ
体
験

「
大
ホ
ー
ル
で
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
と
と
も
に
」

人
づ
く
り・つ
な
が
り
づ
く
り・地
域
づ
く
り
を
支
え
る

「
社
会
教
育
士
」「
生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」を
紹
介
し
ま
す

　
災
害
へ
の
備
え
、
子
供
や
若
者
の
居
場
所
な
ど
、
私

た
ち
の
ま
ち
や
暮
ら
し
に
あ
る
課
題
を
解
決
し
続
け
て

い
く
た
め
、
多
く
の
人
々
が
協
働
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま

で
の
経
験
や
学
ん
だ
成
果
を
生
か
し
、
地
域
活
動
や
市

民
活
動
を
豊
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
令
和
２
年
度
か
ら
、
地
域
の
人
た
ち

と
の
学
び
の
機
会
や
、
新
た
な
人
と
の
出
会
い
や
つ
な

が
り
を
つ
く
る
中
核
的
な
役
割
を
果
た
す
専
門
人
材
、

「
社
会
教
育
士
」
の
制
度
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
社
会
教
育
士
」
は
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力

や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
能
力
を
高
め
、「
学
び
」
の
ス
キ

ル
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
体
系
的
に
身
に
付
け
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
社
会
全
体
で
多
様
な
学
習
機
会
を
創
出
す
る

た
め
、
人
と
情
報
、
人
と
資
源
を
結
び
付
け
る
「
生
涯

学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の
資
格
も
あ
り
ま
す
。

　
ゆ
と
ろ
ぎ
で
は
、「
生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

の
資
格
を
持
つ
人
材
が
講
座
な
ど
の
事
業
の
企
画
運
営

に
携
わ
り
、
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、「
社
会
教
育
士
」
や
「
生
涯
学
習
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の
資
格
を
も
つ
方
が
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
等
で
ゆ
と
ろ
ぎ
で
の
公
演
事
業
や
展
示
会
、
講
座

事
業
な
ど
に
関
わ
り
豊
か
な
地
域
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
活
躍
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
公
式
サ
イ
ト
や
文
部
科
学
省
の
サ
イ

ト
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

日 

時
：
４
月
19
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後
８
時

　

 （
た
だ
し
、
正
午
～
午
後
１
時
及
び
午
後
５
時
～
午
後
６

時
は
休
憩
時
間
と
す
る
。）

　
１
区
分
30
分
間（
使
用
区
分
内
に
準
備
、片
付
け
時
間
を
含
む
。）

会
場
：
ゆ
と
ろ
ぎ
大
ホ
ー
ル

対 

象
：
小
学
生
以
上
の
ピ
ア
ノ
演
奏
家
、
学
習
者
、
愛
好
家

及
び
ピ
ア
ノ
の
演
奏
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
で
、
本
企

画
主
旨
に
賛
同
し
、注
意
事
項
を
守
っ
て
い
た
だ
け
る
方
。

※
未
就
学
児
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

※
小
中
学
生
の
参
加
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

参  
加
費
：
１
区
分
（
30
分
間
）
２
，
０
０
０
円
（
連
続
２
区

分
ま
で
申
込
可
能
）

申
込
方
法
：
ゆ
と
ろ
ぎ
窓
口
、
申
込
フ
ォ
ー
ム

演 

奏
形
態
：
個
人
、
又
は
グ
ル
ー
プ
で
ピ
ア
ノ
の
ソ
ロ
演
奏　

及
び
他
の
楽
器
、
声
楽
、
コ
ー
ラ
ス
と
の
共
演
等
、
ピ
ア

ノ
を
使
用
す
れ
ば
ど
ん
な
ジ
ャ
ン
ル
の
演
奏
も
可
。
た
だ

し
、　

音
響
設
備
、
電
源
を
使
用
す
る
楽
器
の
使
用
は
不

可
。

申
込
期
間
：
２
月
16
日
㈰
～ 
３
月
15
日
㈯

※ 

申
込
締
切
後
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
調
整
の
上
、
連
絡

い
た
し
ま
す
。（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

　
ゆ
と
ろ
ぎ
大
ホ
ー
ル
の
舞
台
で
ピ
ア
ノ
を
演
奏
で
き
る
ス

テ
ー
ジ
体
験
企
画
。ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
D
２
７
４
を
使
用
し

て
、リ
サ
イ
タ
ル
気
分
、仲
間
と
一
緒
に
コ
ー
ラ
ス
や
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

「
プ
リ
モ
ホ
ー
ル 

ゆ
と
ろ
ぎ
」か
ら

▲申込フォーム

★ 

注
意
事
項
や
そ
の
他
詳
細
は
、
公
式
サ
イ
ト
、
申
込
フ
ォ

ー
ム
及
び
チ
ラ
シ
裏
面
を
御
確
認
く
だ
さ
い
。
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【
問
合
せ
】
生
涯
学
習
推
進
課　
☎
５
７
０-

０
７
０
７

▲ 市公式
サイト



特
定
非
営
利
活
動
法
人

羽
村
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
５
５
ー
１
６
９
８

羽
村
市
文
化
協
会

　
日
頃
か
ら
文
化
協
会
活
動
に
つ
い
て
、
御
支
援
、
御
協
力
を
賜
り
ま

し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
５
月
に
、「
第
１８
回
美
術
工
芸
展
」、
１０
月
に
、「
第
５５
回　

楽
し
も
う 

み
ん
な
で
参
加 

文
化
祭
」、
１
月
に
、「
ゆ
と
ろ
ぎ
で
お
正

月
を
遊
ぼ
う
」
の
協
力
、
ゆ
と
ろ
ぎ
で
の
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
発

表
す
る
場
の
提
供
、
支
援
を
推
進
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
羽
村
市
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
協
力
を
し
な
が
ら
羽
村
の
芸

術
、
文
化
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

第
５
回
み
ぢ
か
な
一
歩
展（
文
化
協
会
会
員
に
よ
る
）

日
時　
３
月
１3
日
㈭
～
１6
日
㈰　

 

午
前
１０
時
～
午
後
４
時　

会
場　
ゆ
と
ろ
ぎ
展
示
室

初
め
の
一
歩
体
験
教
室
※
ど
な
た
で
も
体
験
で
き
る
催
し
で
す
。

日
時　
３
月
１５
日
㈯

会
場　
ゆ
と
ろ
ぎ
音
楽
練
習
室
２
、
創
作
室
１・２

内 
容　
バ
レ
エ
、
絵
画
、
ニ
ッ
ト
、
マ
ジ
ッ
ク
、
詩
吟
、
ウ
ク
レ
レ
、

合
唱
、
エ
レ
ク
ト
ー
ン
、
弦
楽
器

ゆ
と
ろ
ぎ
学
習
文
化
講
座「
初
め
て
の
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
」

日
時　
３
月
９
日
㈰
、
１6
日
㈰
、
23
日
㈰
い
ず
れ
も
午
後
１
時
3０
分
～　

会
場　
ゆ
と
ろ
ぎ
創
作
室
１

内
容　
季
節
に
ち
な
ん
で
、「
ひ
な
人
形
」「
鯉
の
ぼ
り
」
他
制
作

第
９
回
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ

日 

時　
３
月
3０
日
㈰　
午
後
０
時
～
午
後
２
時

会
場　
ゆ
と
ろ
ぎ
交
流
広
場　

内
容　

 

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
マ
ジ
ッ
ク
、
南
京
玉
す
だ
れ

令
和
７
年
度　
イ
ベ
ン
ト
等
の
予
定（
３
月
１
日
現
在
）

５
月
2４
日
㈯　
文
化
協
会
総
会　
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
・
津
軽
三
味
線

５
月
１3
日
㈫
～
６
月
１５
日
㈰　
第
１９
回
美
術
・
工
芸
展
（
５
期
）

１０
月
１2
日
㈰
～
１１
月
３
日　
　

予
定　
第
５6
回
文
化
祭

※ 

後
援
事
業
と
し
て
、
会
員
皆
様
の
ホ
ー
ル
発
表
、
展
示
発
表
を
行
い
ま
す
。

教育相談室
適応指導教室
ハーモニースクール・はむら

I N FORMAT ION 羽村市役所（代表）Tel 555-1111
プリモホールゆとろぎ 
プリモライブラリーはむら（図書館）

S＆Dスポーツアリーナ羽村
（スポーツセンター）
S＆Dスイミングプラザ羽村
（スイミングセンター）

090-5258-1223
090-1406-1223
090-3237-1331

　特定非営利活動法人羽村市スポーツ協会及び羽村市文化協会は、市や教育委員会と協働して、
市のスポーツや文化活動を推進していくための団体です。

「はむらの教育」を御覧になった意見・感想をお聞かせください
　　掲載内容の充実を図ることを目的として、御覧になった意見や感想をお聞かせください。
　いただいた意見等は、今後の紙面作りの参考といたします。

▲  意見等の
　入力フォーム

　

剣
道
玉
心
会
は
、大
正
１１
年
１１
月
に
結
成
さ

れ
、翌
年
１
月
、西
多
摩
小
学
校
大
講
堂
で
盛
大

な
発
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
４７
年
に
は
、玉
心
会
少
年
部
が
１
５
０
名

を
超
え
、教
育
委
員
会
主
催
の
剣
道
教
室
の
開

設
へ
と
つ
な
が
り
、そ
の
後
、５
か
所
で
行
う
自

主
運
営
の
教
室
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。

　
剣
道
教
室
は
、週
２
回
各
教
室
に
お
い
て
指
導

を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、現
在
は
、富
士
見
剣

道
教
室
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
玉
心
会
の
稽
古
は
、毎
週
水
、土
曜
日
に
、羽
村

一
中
体
育
館
で
実
施
し
て
い
ま
す
。参
加
者
が
減

少
し
、１０
人
以
下
と
い
う
日
々
が
続
い
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、現
在
で
は
参
加
者
が
2０
人
近
く

に
ま
で
増
え
、各
自
が
研
鑽
を
重
ね
た
結
果
、六

段
、七
段
の
高
段
者
が
全
会
員
の
３
割
を
占
め
る

ま
で
に
な
り
、稽
古
は
活
発
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　

令
和
４
年
に
は
創
立

１
０
０
周
年
を
迎
え
、記

念
誌
の
発
行
や
記
念
式

典
を
挙
行
し
、記
念
大
会

も
盛
大
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、玉
心
会
が
１

５
０
年
、２
０
０
年
と
更

に
継
続
で
き
る
よ
う
に
会

員
一
同
協
力
し
て
、発
展

に
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

加
盟
団
体
の
紹
介
③

　
　
　

～
剣
道
玉
心
会
～

▲剣道玉心会百周年を記念して

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

５
７
９
ー  

２
７
７
２

第
１５
回
は
む
ら
音
楽
祭「
邦
楽
の
集
い
」

日
時　
３
月
２
日
㈰　
午
後
１
時
開
演
（
午
後
０
時
3０
分
開
場
）

会
場　
ゆ
と
ろ
ぎ
大
ホ
ー
ル　

出 

演　
大
正
琴
扇
靖
流
、
三
味
線
弥
尾
地
会
、
詩
吟
サ
ー
ク
ル
西
吟

会
、
羽
村
三
曲
会
、
伊
庭
会

３
月
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ（　　）月・祝
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